
学校だより令和２年３月号           阿久根市立脇本小学校 

                        かしこく  
なかよく  

たくましく 
                児童数１８１名 ℡0996-75-0004 HP「脇本小」で検索 

                              キャッチフレーズ  「花とあいさつと読書の脇本小」  「歌声の響く脇本小」 

                                   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

４月 ３日（金）入学式準備（新５･６年生 8:30～） 

   ６日（月）新任式 始業式 入学式 10：00～ 

   ７日（火）交通教室３校時 

   ８日（水）防犯教室 １校時 （１年生） 

             ２校時 （全校児童） 

   ９日（木）身体計測・視力検査（上学年） 

  １０日（金）身体計測・視力検査（下学年） 

        学級ＰＴＡ 

         ５校時 下学年 ・ ６校時 上学年 

  １１日（土）１年生を迎える会 １校時 

        地震・津波避難訓練 ２校時 

  １３日（月）家庭訪問 

（深田・槝之浦東・槝之浦西・馬場・脇本浜・下村） 

        ＰＴＡ専門部会19：00～ 

  １４日（火）家庭訪問（上原） 

１５日（水）家庭訪問（桐野上・桐野下・瀬之浦上・瀬之浦下）） 

  １６日（木）全国学力・学習状況調査（６年）←延期 

１７日（金）家庭訪問 

（古里・松ヶ根・大渕川・大漉・小漉・八郷） 

１８日（土）脇本地区スポーツ少年団結団式 9：00～ 

２０日（月）家庭訪問（黒之浜・黒之上・大谷） 

  ２１日（火）尿検査 内科検診（上学年） 

  ２２日（水）知能検査 尿検査 家庭訪問予備日 

        内科検診（下学年） 

  ２３日（木）耳鼻科検診 

 ２４日（金）歯科検診 

 ２８日（火）ＰＴＡ総会・歓迎会 

       宿泊学習説明会（5年生児童・保護者） 

家庭訪問について 

4 月 13 日～20 日は家庭訪問です。日程希望調査等につ 

いては 4月に行います。今年度は移動を含めて 15 分程度 

の戸口訪問で実施します。玄関口までの訪問になります 

が，教育相談期間もありますのでご活用ください。 

 

新型コロナウィルス感染拡大防止のための対応 

 
 辞任式   修了式と同一日（3月 25 日）に実施 
 ＰＴＡ送別会   中止 
 社会部校外補導   職員で実施 
 新任式・始業式   4 月 6 日（月） 
 入学式   規模を縮小して実施 
 全国学力・学習状況調査（6年生）   延期 

＊  ４月行事の変更等については，状況を把握しな
がら，変更がある場合は連絡いたします。 

＊  臨時休業のために授業が行われなかった学習
内容については，新年度に新しい担任で実施しま
す。教科書等の学習教材は 4月以降も使用します
ので、保管しておくようにしてください。 

スムーズに学校生活がスタートできるよ

うに，休み中も「早寝・早起き・朝ごはん」

規則正しい生活を心がけよう！ 

もうすぐ中学生   大野優菜 
 

私はもうすぐ中学生になる 
新しい学校で勉強するのは 
とてもうれしいし楽しみだ 
でも、少しさみしい 
下の学年の友達 
思い出がたくさんつまった校舎 
たくさんのお別れがあるけれど 
その先に新しい「出会い」が 
あるといいな 

 3 月 19 日の『子供の

うた』に掲載された詩

を紹介します。卒業式

に参加できないけれ

ど，在校生の皆さんに 6

年生の気持ちが伝わっ

たらいいなと思いま

す。 

休業中の校庭開放について 

 

 年度末・年度初めの校庭使用は可能 

です。固定施設を使った体力作り等に 

ご利用ください。平日は職員室に声を 

かけていただけると幸いです。 

ただし，体育館の使用はできません。 
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今
年
も
校
長
室
前
の
寒
緋
桜
が
美
し
い
花
を
咲 

か
せ
、
迫
田
勝
弘
用
務
員
と
深
谷
範
夫
教
諭
指
導 

の
下
で
子
供
た
ち
が
一
人
一
鉢
で
育
て
上
げ
た
金 

魚
草
や
三
色
菫
、
サ
イ
ネ
リ
ア
な
ど
の
花
々
が
満 

開
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。
世
の
騒
動
と
は
離
れ
、 

今
年
も
季
節
を
忘
れ
ず
命
を
全
う
し
よ
う
と
す
る 

姿
に
、
元
気
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
は
、
明
智
光
秀
を
主
人 

公
に
し
た
物
語
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
題 

名｢

麒
麟
が
く
る｣
と
は
、
よ
き
為
政
者
が
徳
の
高 

い
治
世
を
行
い
、
穏
や
か
な
世
に
な
っ
た
と
き
、
そ
の
為
政
者
の

も
と
に
現
れ
る
霊
獣
が
麒
麟
で
あ
る
と
い
う
中
国
の
歴
史
書
『
史

記
』
に
依
り
ま
す
。
そ
し
て
来
年
の
主
人
公
は｢

渋
沢
栄
一｣

。
肥

薩
お
れ
ん
じ
鉄
道
に
繋
が
る
Ｊ
Ｒ
の
の
前
身
日
本
国
有
鉄
道
、
大

手
銀
行
、
ビ
ー
ル
会
社
、
新
聞
社
と
い
っ
た
事
業
四
七
〇
社
、
慈

善
事
業
五
百
以
上
の
創
設
に
関
わ
り
、｢
実
業
界
の
父｣

と
言
わ
れ

て
い
る
人
で
す
。
氏
の
講
演
を
ま
と
め
た｢
論
語
と
算
盤｣

に
は
、

二
宮
尊
徳
翁
の
「
興
国
安
民
法
」
に
つ
い
て
西
郷
隆
盛
翁
と
議
論

す
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。 

氏
は
、｢

利
益
を
増
や
し
た
い｣

と
い 

う
資
本
主
義
の
エ
ン
ジ
ン
が
暴
走
し
な 

い
よ
う
に
、
紀
元
前
の
中
国
春
秋
時
代 

の
孔
子
と
弟
子
の
言
行
録｢

論
語｣

を
ブ 

レ
ー
キ
と
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
「
人
は
ど
う
生
き
る
べ
き
か
」

を
問
い
、
そ
の
核
を
「
良
心
」
と
「
思
い
や
り
」
と
し
ま
し
た
。

「
正
義
」
と
「
他
を
思
い
や
る
心
」
は
い
つ
の
時
代
で
も
人
の
世

の
題
目
に
な
り
ま
す
ね
。 

「
実
業
界
の
父
」
が
主
人
公
に
な
る
な
ら
ば
、 

や
が
て
同
時
代
の
「
電
信
の
父
」
が
主
人
公
に 

な
る
日
が
や
っ
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
事 

業
や
政
治
で
八
面
六
臂
の
活
躍
を
果
た
し
た
郷 

土
の
偉
人
寺
島
宗
則
卿
。
今
年
は
卒
業
生
三
十 

四
人
を
含
む
百
八
十
一
人
の
子
供
た
ち
が
こ
の 

地
で
学
び
、
進
学
・
進
級
し
ま
す
。
ど
の
子
供 

も
そ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み
、
ま
っ
す
ぐ
に
歩
ん
で
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
稀
な
る
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
脇

本
小
学
校
へ
の
更
な
る
御
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 


